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　Some peculiar types of concretion occur at the contact of tourmaline-bearing biotite
granite with mudstone of the Ususuki Formation (Miocene?). These concretions consist
mainly of mosaic aggregates of woUastonite and diopside, and are thought to have been
formed from calcareous pebblesin the muddy sediment under thermal metamorphic and
possiblymetasomatic conditions.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．は　じ　め　に
　著者の１人甲藤は，昭和53年度から昭和55年度にわたる高知県・高知新聞社共催による高知県
西南諸島の地質・動植物を対象とした学術調査団の一員として，55年度に蒲葵島"=", 54年度に姫
島2)3)，55年度に鵜来島及びその周辺の水島・三ノ瀬島・二並島・裸島などの地質調査を担当し
た．鵜来島以外は無人島である．この調査にあたり，55年度には甲藤の要請によって四国西南地域
の花岡岩を研究している村上4~6)が特別参加することになった．またその際には，広島大学大学院
学生の池田泰宏君に助手として御協力頂いた．
　各年度の野外調査期間は，何れも３～４日程度であったが，本地域か極めて交通不便であるばか
りでなく，調査にあたり自然条件の最も厳しい地域であるだけに,これらの調査結果には,まだ不十
分な点が多々あるが，それなりに価値かおるものと考えられる．これらの報告書は既に県当局に提
出ずみであり，近く印刷出版されることになっているので，ここには表題についてのみ報告する.ま
た,これに関連する本地域の西南諸島に分布する堆積岩類についての甲藤の知見を簡単に付記した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ．地　質　概　説
　高知県西南諸島(今回の直接の研究対象地ではないか，沖ノ島を含む)には，第１図に示すよう
に堆積岩類とこれを貫く花岡岩類が分布している．
　花樹岩類7'には，黒雲母花岡岩～含電気石黒雲母花岡岩(母島型花岡岩)と黒雲母紫蘇輝石花園
閃緑岩(谷尻型花岡岩)の２種類が区別されており，四国西南端の柏島～頭集地域にも同様の分布
がみられる．
　堆積岩類は,.鵜来島・姫島の全島をしめ，またその他の水島・三ノ瀬島・二並島及び裸島などの
小島にも点々と分布しているが，これらの堆積岩類は砂岩がちの砂岩泥岩互層からなり，一般にス
ランプ構造の著しい地層であり，四国西南部をしめる来栖野層8)とは多少岩相が異なるので，かっ
て筆者の一人甲藤9゛が宿毛湾北岸地域の有岡層から識別した宇須々木層に属すると推定している．
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第１図　高知県西南諸島周辺地域の地質図（花圈岩類の分布は池田泰宏による）
　　　　　　　　　　　Ⅲ．裸島の地質と特異なコンクリーションについて
　裸島は，沖ノ島の烏帽子崎の東北方約580 mにある小島にすぎないか，この島では宇須々木層の
泥岩と花肉岩との接触関係か観察される（図版Ｉ，１・２；図版n , !)･すなわち，花肉岩は島の南
部を占め，ほぽNW40～50°走向・NE40～50°傾斜の面により堆積岩類と接している．花肉岩の主
体は，対岸の沖ノ島北端部に露出している母島型黒雲母花肉岩で,冲粒・塊状，タロット状電気石
体集合（～０．８ｍｍ大）を含むことにより特徴づけられる．第２図に示すように堆積岩との境界の
近く，ほぽ接触面に平行のアプライト質花陶岩脈があり，母岩体との境に沿って幅10～20 cm の
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第２図　裸島における堆積岩と花圈岩との接触関係（平面図）
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　花晦岩に:よる堆積岩のホルンフェルス帯は，第２図のとおり３帯に区分される（図版Ⅲ，１・２）．
　（ａ）．粗粒ホルンフェルス帯：巾10 cm土.0.1～1.０ｍｍ大の石英・カリ長石・斜長石の粒状
集合体よりなり，無数の微細な黒雲母粒を包有する．優白質文象花肖岩細脈を伴う．
　（ｂ）．細粒ホルンフェルス帯：巾30 cm土．く0.2 mmの石英・カリ長石・斜長石・黒雲母の
粒状集合体で，粗粒ホルンフェルス帯よりも粒度か小さいばかりでなく，黒雲母量に富む．電気石
の細晶が散点し，変質した董青石を含むことがある．優白質文象花肉岩細脈により貫かれる．
　（ｃ）．コンクリーション分布帯：幅５ｍ以上．径5～10 cm のコンクリーション（結核）を多量
に含む帯で，マトリックスは細粒のホルンフェルスで，粒度は（ｂ）に似るが，黒雲母に乏しい．コ
ンクリーションは殻部と核とよりなり（図版Ｕ，２～４），両者の境は明瞭である（図版I, 3).
殻部は外殻部と内殻部に分けられる．外殻部は灰黒色で，微細（～0.08 mm）な斜長石・石英・
透輝石・石墨・鉄鉱物・チタン石の集合体よりなる．内殻部はこれに対し灰～灰緑～灰褐色で，粒
度・構成鉱物の種類は外殻部と大差かないが，石墨をほとんど欠き，透輝石量を増す．また, 0.5
～0.８ｍｍ大の斑状変晶質石英・董青石（絹雲母化）が点在する．少量の炭酸塩鉱物を伴う．核
部は灰白色・緻密で，短柱状（0.10～0.70 mm）の珪灰石と少量の粒状(0.02～0.３ｍｍ）の透輝
石及び曹長石質斜長石・炭酸塩鉱物を伴う（図版Ⅲ. 4).　この結果は分析値にも示すように，著
しくＣａに富む組成となっている（第１・２表参照）．
第１表　透輝石・珪灰石コンクリーシ
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第２表　透輝石・珪灰石コンクリーシ
　　ョン（核部）のＸ線粉末データ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iV； ＷＯＩ】asfonite.D: Diopside
　すなわち，裸島における宇須々木層の泥岩と母島型花詞岩との接触域では，堆積岩中に透輝石十
珪灰石よりなる特異なコンクリーションが多く生じている．珪質や石灰質のコンクリーションなど
は堆積岩中にしばしば見られる例であるが，このように珪灰石を主とするコンクリーションを生ず
る例は比較的珍しい現象と考えられる．それではこのようなコンクリーションはどのようにして生
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じたものであろうか．一応次の２つの成因説が考えられる．その１つは，花向岩による熱変成にﾆ伴
ってCaSiOs成分か濃集してコンクリーションを生じたとする考え方（変成分化説）である．　他
の１つは，花岡岩貫入前に存在していた石灰質岩塊が花岡岩による熱の影響と交代作用をうけてコ
ックリーションを生じたとする考え方である．現段階では，２説の何れが正しいかを決定する材料
には乏しいが，母島型花岡岩の接触域にこのようなコンクリーションの存在する例が従来知られて
いないこと，及び著者の１人甲藤の観察によると，鵜来島南岸中央部に分布する礎岩には，花岡岩
が比較的浅所まで貫入した為に，熱の影響と交代作用をうけて生じたと考えられる裸島類似のコン
クリーションが生じていること（図版I, 5),また宿毛湾周辺の宇須々木層中の篠岩層にマール
　（泥灰岩）がしばしば含まれ，また小築紫西北方の長崎鼻にはマールのみからなる篠岩層の存在す
ることなどから考察すると，裸島の特異なコソクリーションは，宇須々木層中に含まれていたマー
ルの礎が，花岡岩による熱の影響と交代作用によって生じたと考えるのか正しいであろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　〔付〕宇須々木眉について
　既述のように，鵜来島及び姫島を中心として水島・三ノ瀬島・二並島及び裸島などに分布する堆
積岩類は，点々と分布している為に，地層全体の性状はまだ詳らかでないか，高知県西南部に分布
する来栖野層とは異なる地層群であり，宿毛湾北岸の宇須々木層（甲藤, 1977)に属する地層で，
恐らく新第三系であろう．また現在のところ，九州の門川層群1o）に対比される地層と予測してい
る．
　本地域の西南諸島に分布する宇須々木層は，砂岩がちの砂岩泥岩互層からなるか，写真に示すよ
うにスランプ構造が著しい（図版Ⅳ，１～３）．
　このようなスランプ構造は，宿毛周辺では咸陽島にみられる（図版IV, 4).
　宇須々木層からの化石としては，これまでのところ，宿毛周辺の２～３ケ所及び本地域の鵜来島
の本層からTerebellina sp."･12’が得られたのみである．
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図版　Ｉ 一IV
　　　　　　図版Ｉ説明
１．西方より，裸島と沖ノ島の烏帽子崎を望む
２．南側から見た裸島（黒く見える部分は宇須々木
　眉の泥岩，白く見える部分は黒雲母花叫岩）
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　　　　　図版ｎ､説.明
１．裸島の泥岩と花南岩の接触部
２
裸島の透郎石・珪灰石コンクリーション
３．同　上．
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　　　　　　　図版ｍ説明
１．裸島の泥岩と花田岩との接触部における粗粒ホ
　ルンフェルスの顕微鏡写真
２．鵜来島南東部のホルンフェルス化した砂岩の顕
　微鏡写莫
３．裸島産透輝石・珪灰石コンクリーション
４．同核部の顕微鏡写真
５．鵜来島南岸中央部に分布する倅岩（矢印はレ即
　島と同様の成因によると思われる泥灰岩のコｙク
　リーション）
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　　　　　　　図版IV説明
１．姫島の横臥摺曲（スランプ構造）
２．鵜来島宮ノ卵西方のスランプ相
３．姫島の巨大な転石に見られる砂岩頁岩有律互層
　のスランプ構造　　　　　　（高知新聞社提供）
４．宿毛市咸陽島のスランプ構造
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